
京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所

水族館」月一’報

附　177 1967年5月

5月の入場者数

水族館記事

◎　　6選　　モジャコ漁（養殖ハマチの種繭を採捕）が始まり、流れ藻につく魚の第1陣が入棺。

　今年はノダイの幼魚（6～25㎝）とウマヅラハギの幼魚（3～ア伽）がとくに多く、月末までに前者

　は46ア個体、後者は2765個体も入った。両種ともに、餌付きは極めて良いが、メタイは成長ととも

　に何0～200m属に移動する習健のためか、死亡するものが多く、また、ウマソラハギは互いの斗

　争がはげしくて、ともに歩止りは良くない。

◎　　局日　　英国トリー水産硯究所低混生化学研究室長K．M．LOve博士は、近畿大学水産学科

　志水寛教授、奈良女子大家政学部遠藤金次助教授らの案内で視察来鱗。

◎　　一7日　　北浜沖の磯で、ヒョウモ：／ダコ、Hap註I　o　ch夏a　ena　macu　l　o　sa、（全長8㎝）

　を採集。一絡28－2の小パットに展示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汗
◎　　9日　　中庭の予備糟R－2～5の上に棚を作って、そこに新設した奴鍛武予備槽（硬質塩ビ製

　100×90×30c弼　2504入り）6個は、づ煙動物蓄養用として、本日より開放式（給水は第2

　水槽室給水主管より分枝）で使用開始。今後この6糖をTR－／～TR－6と呼ぶ。

◎　11日　κ2水槽のカカトゲトサカに共生していたクモヒトデの1種2個体を、内海教授より
入村精女鋤駈を依飢た。これは、腕長1・一1・㎝、自炊紅色の鱗があり、州

ゲ．トサカの色彩に良く似ている。
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◎　　13日　　北浜地引網よりヤマトメリベ、Me－i　b　e　j　apon　i　ca　（全長31㎝）が入棺。網の中

　でもまれたため、背部突起は最後部の／個を残して、すべて脱落してしまったが、元気で、κ1水棲に

　展示し、先月入棺のミカドウミウyと共に、入鎗者の注目を集めている。その後（16日）試みにイソ

　スジエビとアゴハゼを与えてみたところ、頭部を紋網のようにひろげて、たくみに痛食することが判り

　その状態をフイルムに収めた。月末現在、背部突起が再生しつつあり、これも記録中。

◎　14日　　大阪の熱帯魚店より、カクレクマノミが共生するイソギンチャクとして著名なハタコイソ

　キンチャク、S　t　O　i　chac　t　i　s　ken　t　iく沖縄産）が入棺。長途の陵上輸送でひどく弱っているた

　め、T　R－5に仮収容し回復をまつことにした。

◎　　1ア日　　江川のエビ湾ぎ網漁師より、イツテ：／アカタチ（全長25㎝）／個体が入糟。本種は棲息

　届がやや深い上に、傷つきやすく、これまでにも数回、一本釣や底引縄で入ったことがあるが、いずれ

　も長生き一しなかった。本日入構のイ固体は、尾びれがかなり傷ついていたが、月末にはほとんど治り、元

　気である。就餌は未磯糺

◎　18日　搭島北端で潜水採集したツマグロハタンポ（全長1Z5α祀）は、成熟卵をもっており、腹

　部を圧迫すると球形分離浮遊卵を産出した。

◎　2個　　江川港のモジャコ漁船より、流れ藻の負数種と共に、ブリモドキ（何～29cm）30鰯

　体が入糟。例年、数梱体の幼魚は入糟するが、今回のように大型まじりで数多く入ったのは始めてであ

　る。｛5c腕以上のもの20個体をK水槽に、それより小型のものはTR－2に収容し、翌日より活澄に

　就餌している。

　　この魚は大型のサメによりそって泳ぐ習性からパイロットフイッンユと呼ばれている。それでκ

　26水槽へ大。小2尾を放してみたところ、ドチザメ（全長60～130c例）には全く関心を示さず、

　シロザメ（50・）110c肌）とはやや密接に共泳した。しかし　同一個体には長続きはせず、次々によ

　りそう相手を変えるのが見られた。ドチザメより小型のン〔］ザメを選んだのは、おそらく、プリモドキ

　が本来十諸に泳ぐ外洋表属性のサメの体色に、シロサメの方がよく似ているためと思われるさ、

　　翌日には同槽に混養してある肉食性の磯魚に捕食されたらしく、行方不明となった。

◎　2ア日　　κ28～9で死亡したダルマオコゼの腹部が大きいので、開いてみたところ、卵巣がよく

　成熟し、一部に透明鄭が認められた。

◎　29日　　下一／の単独循環が止り、クマノミ類が全滅した．原因はサンゴイソギンチャクが足盤で

　サイフカソ管幸ふさいだため、濾過槽への通水が止り、エアリフトによる循環ができなくなったものと

　判った。イソギンチャクはかなり弱っていたが、開放式にきりかえて、回復の見込みである。

　ナイフズソ管底部はすぐに改良して、インキ1／チャクがくっっけたいようにした。

◎　30日　　搭島東水道で潜水採集中、後鰯類の珍種ムラサキグミゴチョウ、Sagami　nop　t　e　rOn

　O　maまumを採捕した。低潮線下t5mの海産に沈んだフクロノリ類の上にいたもので、全長わずか

　に15棚であるが、鮮やかた紫紅飽をしているのと、ダイバーが近づいたときにちょうど泳きだした

　ので目に止った。

　　これは史上3番目の貴重な標本なので、生態写真を撮影後、すぐに固定し、保存することにした。
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◎5月の動物入手概況

　ユ採集作業

　　下一’…】 ｛下一’…】
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　上記のほかに　北浜での地引網便乗採集2回。

○　主な採集動物名（☆日コは1％2年4月1日以降はじめての入棺動物）

　無脊健動物　1　ザラカイメンハナガサクラグ、サンゴイソギンヲニキタ、ズオトゲトサカ、

　　　ビロードトゲトサカ、カカアカフジツボ、オトヒメエビ、ギソダカハマガイ、☆ムラサキウミ

　　　コチョク、ハナニオトメウミクシ、☆ヤマトメシベ、☆ヒョウモソダコ、ニオメクミシダ、ヒガナ

　　　ウミシダ、ラッパウニ、シラヒゲウニ、マダラウニ。

　魚類：ヒフキョクジ、ミナミハタンポ、ツマグロハタンポ、ミギマキ、イタチウカ、

　　　ハナハゼ、キヌバリ、モソツキクマノミ、ソラスズメダイ、カミナリベラ、ホソペラ、ンラコ

　　　ダイ、ヨンギ、アオサハギ、ベニイザリウオ。

2，購　入

　雑賀崎一本釣漁師と江川港エビ港ぎ網漁師からの人槽があい次いだ上に、モジャコ漁船より流れ

藻の魚が8回にわたって大量に入ったため、飼育係はその応接にいとまがない有様で、今月初めに

増設したT　R－／～6予備糟も、たちまち満員になってしまった。

○　主な購入動物名

　無脊椎動物　　：　☆ハタコイソギンチャク、トゲシ・撒、アサヒガニ．ヘイクガニ、メガネカラ

　　　ツバ　コフカヲツパ、ケブカヅノガニ、☆コロモガイ、ウズラミヤジロカイ、☆トカンオリイ

　　　レボラ、テナガダコ、ワモソダコ、ヨヅアナカンパン。

　魚類　：シビレエイ、ハナアナゴ、マアナゴ、タケウツボ、シイラ（幼）、ブリモドキ、

　　　メダイ（幼）、インガキダイ（幼）、ズキナヒメジ、シロアマダイ、イツテソアカタチ、

　　☆ナガハフ」ダイ、☆ヒメノ・ナダイ、チョウセソバカマ、．タキベラ、アカプダイ、チョウチョウ

　　　ウオ、ウマヅラハギ（幼）、ハリセンボン、ヒメオコゼ、ワニゴチ、ガンゾウヒラメ、
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　　　　イザリウオ、ハナオコゼ。

◎飼育概況

　　G水槽のエビスダイの白点病（前号報）は、冷水循環を続けた結果、この月末にはほとんど症状が

　なくなった。しかし　チカメキントキは第3期症状に近くなり見苦．しいので、処分した。κ34・36・

　T一ア・F・J．Kの各槽に発生した白点病は、いずれも早期治療できたが、開放式のR－1では、

　薬液処理ができず慢性化している。また、C水槽のチ目ウチョウウオ、シラゴダイにビブリカ症と患

　われる皮腐病が著しいが、他魚へは感染し丁〔いない（属糟は単独循環中）。

　　無脊椎動物のコレクンヨソが先月に引続き豊富であったうえに、魚類の補充が多かったため、今月

　の飼育動物総数は昨春に次いで、再び600種の大台を越えた。

　　5月3／日現在、飼育中の動物は、総計605種5，447個体以上で、その内訳は次の通り。

　　こ1のうち、観覧水槽に飼蕎展示中の動物は581種4．99口個体以上。

カイメン類3種／／個体ゴーカイ類8種47個体タコ類
ヒ　ドロー虫類　　4〃　　36（群）　フジツボ．カメノカ騒　　6〃　　95　〃　　　ウミシダ類

ハチクラゲ類　2〃　　3個体　ン　ヤ　コ　類　2”　　ア〃　　ヒトデ類

ウミトサカ類　　ア〃　　！5　〃　　エ　　　ビ　　　類　　2／〃　　125　〃　　クモヒトデ類

ウミエラ類　1〃　6〃　カ　ニ　　・類50〃蝸0〃　ナマコ類

イソギンチャク類／2〃602〃　カブトガニ類　1〃　3〃　ホヤ類

イシサンゴ類　18〃　　97〃　　ヒザラガイ　類　　3〃　　11〃　　軟骨魚類

ス神ンチャク類ろ〃3〃巻貝類砧〃4路〃硬骨魚類
ツノサンゴ類　　2〃　　　3　〃　　　ウ　ミ　ウ　シ　類　　／3〃　　3／〃　　（内勤魚）

ホウキムシ類　　／〃　　3”

　5種　　29個体
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　5月の気象（午碗9時観測）

第1水槽室（水温．比重はκ26水槽）
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第3水槽室（ガ蝦）
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